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［亀 谷 建 設］

�主な工法・仕様
ＲＣ壁式工法（ＲＣ＋ＥＣＯ）、木造軸組工法、２×４工法
�主な営業エリア
県北・相双・県中地区
�家づくりへのこだわり
木造建築はもちろんコンクリート、鉄骨住宅など、建設
会社ならではの幅広い知識と技術で「住む人が幸せに
なる住まいづくり」をご提案しています。

［松浦建工所］

�主な工法・仕様
在来軸組工法、木質パネル一体構法
�主な営業エリア
伊達市、福島市を中心に県内全域
�家づくりへのこだわり
住む人ひとりひとりが本当にくつろげる快適な居住空間を
求めて、時代の一歩先を見つめた住まいづくりを目指してき
ました。これからも「木」ならではの安らぎと、時代が作り出す
新しい価値観が融合する豊かな住まいをお届けします。

［影 山 組］

�主な工法・仕様
在来軸組工法
�主な営業エリア
田村郡、郡山市、福島市南部
�家づくりへのこだわり
木を生かした家造り。新築からリフォームまで。むだな

スペースをなくし家全体を有効利用。最近は古民家の
再生をやっています。現在２軒ほど見学できます。

［今 江 建 設］

�主な工法・仕様
在来軸組工法
�主な営業エリア
二本松市、福島市、郡山市
�家づくりへのこだわり
７つのこだわり①完全自由設計②坪単価表示③原価公
開④オール桧４寸角柱⑤スケールメリット購入材�オプショ
ンなしの標準装備�瑕疵担保１０年保証。ほかに長期優良
仕様住宅対応商品として「Ｇフォレスト」もあります。

［渡辺工務店］

�主な工法・仕様

在来軸組工法・ＷＩＮウッド工法

�主な営業エリア

県内全域、宮城県仙台市（周辺部含む）

�家づくりへのこだわり

設計から施工まで、お客様の声が直に届く自社建築。

［ヤマニ建設］

�主な工法・仕様
伝統技法による在来軸組工法
�主な営業エリア
県北～県中地域
�家づくりへのこだわり
①木材は全て国産材を使用②受け継がれてきた木
造の技術と安全な素材を使用した、国産無垢の木の家
づくり③住む人と職人の健康を害さない材料を使用

［南山匠の会］

�主な工法・仕様
伝統技法による在来工法
�主な営業エリア
南会津町と周辺
�家づくりへのこだわり
南会津で育った南山杉をふんだんに使用し、建築金
物に極力頼らないこの地域に伝わる伝統技法を駆使し
て、健康で安心して暮らせる家づくりを提案しています。

地
域
性
、独
自
性
を
生
か
す

地
域
性
、独
自
性
を
生
か
す

優良な住宅ストッ
クを次世代に継承

国
、自
治
体
、団
体
、企
業
が
連
携

県
は
「
持
続
可
能
な
地
域

社
会
形
成
に
資
す
る
住
ま
い

づ
く
り
」を
基
本
方
針
に
、昨

年
度
は
「
ふ
く
し
ま
の
家
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
を
創

設
し
（
次
ペ
ー
ジ
に
特
集
）、

地
域
建
材
を
利
用
し
た
長
寿

命
の
木
造
住
宅
の
供
給
や
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
２
地
域
居
住

に
対
応
し
た
住
宅
整
備
を
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
昨
年
４

月
、住
宅
施
策
や
補
助
事
業
、

融
資
制
度
に
関
す
る
情
報
を

い
ち
早
く
事
業
者
、
各
団
体

等
に
伝
達
す
る
た
め
、「
ふ
く

し
ま
の
家
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

国
産
材
活
用
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

っ
た
家
づ
く
り
が
で
き
る
。

木
が
生
息
し
て
い
る
森
林

は
、
大
雨
で
も
雨
水
を
一
時

貯
蔵
し
て
洪
水
を
防
ぎ
、
し

っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
土
砂

崩
れ
を
防
止
す
る
な
ど
、
自

然
災
害
か
ら
人
々
の
生
活
を

守
る
。
地
域
の
人
々
の
手
で

森
林
の
維
持
・
育
成
、木
材
生

産
、加
工
、さ
ら
に
地
元
で
消

費
す
れ
ば
地
域
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
自
立
を
目

指
す
地
方
と
っ
て
、
森
林
の

ク
」を
開
設
し
た
。国
土
交
通

省
や
関
連
機
関
か
ら
の
情
報

を
事
業
者
や
団
体
に
的
確
に

伝
達
し
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
も
住

宅
関
連
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。
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戸
、累
計
は
同
３
６
２
戸
。

月
の
認
定
状
況
を
都
道

１０
府
県
別
に
見
る
と
愛
知
県
内

の
７
０
２
戸
が
最
も
多
く
、

神
奈
川
県
内
の
５
３
０
戸
、

千
葉
県
内
の
４
４
５
戸
、
埼

玉
県
内
の
４
２
１
戸
な
ど
が

続
い
た
。
累
計
で
は
愛
知
県

内
が
２
５
０
６
戸
、
埼
玉
県

内
の
１
６
４
２
戸
の
順
。

長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進

法
は
、
耐
久
性
や
可
変
性
な

ど
住
宅
の
長
期
利
用
に
つ
な

が
る
一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
住
宅
の
整
備
計
画
を
認
定

し
、
手
続
き
や
税
制
の
面
で

優
遇
措
置
を
与
え
る
。

地
元
上
位
企
業
が
検
討

本
紙
が
集
計
し
た
昨
年
１

月
か
ら
６
月
ま
で
の
半
年
間

の
戸
建
住
宅
受
注
の
実
績
で

地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
が
味
わ
い
豊
か
な
住
ま
い
を
提
供

今
、「
ふ
く
し
ま
の
家
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
地
域
性
、
独
自
性
を
織
り
交
ぜ
た

家
づ
く
り
へ
の
提
案
を
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
伝
え
よ
う
と
国
、
地
方
自
治
体
、
企
業
、
団
体
が
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

国
も
在
来
工
法
木
造
住
宅
を
手
が
け
る
地
域
工
務
店
の
取
り
組
み
を
多
角
的
に
支
援
。
そ
の
一
つ
長
期
優
良
住

宅
普
及
促
進
法
は
昨
年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
優
良
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

年
ロ
ー

５０

ン
の
設
定
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
豊
か
で
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
家
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

今
年
度
は
林
野
庁
の
支
援

で
国
産
材
住
宅
普
及
推
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
に
日
本
の

木
の
良
さ
の
周
知
を
図
っ
て

い
る
。
身
近
に
あ
る
木
材
を

有
効
活
用
す
れ
ば
運
搬
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
で
き

る
。
地
域
で
育
っ
た
木
材
を

使
い
、
地
域
で
用
い
ら
れ
て

い
る
工
法
・
技
術
を
利
用
し

て
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
気
候
・
風
土
に
合

涵
養
を
図
り
な
が
ら
経
済
活

性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
取

り
組
み
。

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る

長
期
優
良
住
宅
建
築
は
、
１０

月
に
７
２
７
４
戸
を
認
定
。

内
訳
は
一
戸
建
て
住
宅
が
７

２
５
０
戸
、
共
同
住
宅
な
ど

が

戸
。
今
年
６
月
の
法
施

２４
行
か
ら
の
累
計
認
定
数
は
２

万
４
６
８
１
戸
と
な
っ
た
。

本
県
の
認
定
状
況（

月
）

１０

は
一
戸
建
て
住
宅
１
２
６

は
、
前
年
の
同
期
に
比
べ
大

手
上
位

社
が
２
割
近
く
受

１０

注
を
減
ら
す
中
で
、
県
内
上

位

社
は

・
７
％
の
減
少

２０

１２

に
と
ど
め
、
県
内
の
上
位
受

注
企
業
が
、
地
場
の
利
点
を

生
か
し
て
受
注
攻
勢
を
か
け

て
い
る
。

昨
年
上
期
の
県
内
の
住
宅

受
注（
共
住
、貸
家
等
除
い
た

戸
建
て
持
ち
家
）は
、共
同
住

宅
、貸
家
、長
屋
な
ど
を
除
い

た
戸
建
て
棟
数
が
２
８
５
３

棟
。
戸
建
て
の
県
内
上
位
２

０
社
の
受
注
は
４
１
３
棟
で

昨
年
同
期
比
１
２
・
７
％
減
。

県
外
上
位
１
０
社
の
受
注
棟

数
は
７
８
３
棟
で
同
じ
く
１

７
・
９
％
の
減
。県
外
上
位
企

業
が
予
想
以
上
に
苦
戦
を
強

い
ら
れ
た
。

ふ
く
し
ま
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
っ
た
上
棟
式

�
�
４
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会津産木材供給連絡会（湯川）

村
笈
川
字
舘
１
１
６
地
内
に

「
伝
統
的
技
法
に
よ
る
会
津

民
家
の
特
徴
を
受
け
継
ぐ

家
」（
Ｗ
造
２
階
建
て
延
べ
１

６
０
・

平
方
�
）
を
建
設

３７

中
。
木
造
建
築
工
事
仕
様
書

（
会
津
版
）
に
沿
っ
た
建
築
大

工
に
よ
る
手
刻
み
の
施
工
で

①
会
津
産
杉
な
ど
樹
齢
１
０

０
年
以
上
の
大
径
材
活
用
②

太
く
長
い
構
造
材
の
丈
夫
な

木
組
み
③
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
自
由
に
空
間
を
演
出

④
広
葉
樹
の
ア
ク
セ
ン
ト
―

の
４
点
を
盛
り
込
む
。

地
元
４
森
林
組
合
、
６
製

材
協
同
組
合
、素
材
生
産
者
、

設
計
者
・
施
工
者
で
つ
く
る

会
津
産
木
材
供
給
連
絡
会

（
穴
澤
正
男
会
長
）
は
、
湯
川

福島県木造技術開発協同組合（郡山）

豊
に
生
活
で
き
る
住
ま
い
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
構
造
体
は

建
設
地
の
半
径

�
以
内
の

３０

杉
材
を
使
用
。
在
来
木
造
軸

組
を
ベ
ー
ス
に
柱
は
１
５
０

�
、
大
梁
の
梁
背
は
３
５
０

�
で
統
一
。
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
も

容
易
に
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
と
太
陽
熱
を

利
用
し
た
蓄
熱
式
暖
房
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
省
エ
ネ
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
を
実
現
す

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ソ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
。
郡
山
市
田
村
町
に

昨
年

月
に
完
成
し
た
。

１２

県
産
ブ
ラ
ン
ド
木
材
「
と

っ
て
お
木
」
１
０
０
％
使
用

の
自
立
循
環
型
長
期
優
良
住

宅「
ふ
く
も
く
の
家
」。

「
土
地
に
根
ざ
し
た
長
く

ふくしま家づくりネットワーク（福島）

さ
し
い
家
づ
く
り
を
目
指
す

ふ
く
し
ま
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
川
崎
直
竹
会
長
）の

木
造
展
示
住
宅
。

木
材
は
「
と
っ
て
お
木
」
以

外
す
べ
て
県
北
産
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
等
。
金
物
を
極
力
抑

え
、伝
統
工
法
で
建
設
す
る
。

２
階
建
て
延
べ
１
１
１
平
方

�
。
・

代
に
、リ
ー
ズ
ナ

３０

４０

ブ
ル
な
価
格
帯
で
実
現
す
る

「
本
物
の
無
垢
の
家
」を
提
案

し
、
技
術
も
含
め
た
地
産
地

消
の
家
づ
く
り
の
普
及
を
図

る
。完
成
予
定
は
３
月
上
旬
。

福
島
市
吉
倉
地
内
。

「
ふ
く
し
ま
の
家
・
き
な

り
」
は
、
県
北
地
方
の
林
業

家
、
製
材
所
、
建
築
士
、
大

工
・
工
務
店
で
構
成
し
、地
元

の
木
材
を
使
っ
た
環
境
に
や

ふ
く
し
ま
の
家
地
域
活
性
化
支
援

事
業
は
、
地
域
建
材
を
利
用
し
た
長

寿
命
の
木
造
住
宅
の
供
給
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
、
２
地
域
居
住
に
対
応
し
た

展
示
住
宅
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と

で
木
造
住
宅
産
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
県
土
木
部
が
昨
年
度

創
設
し
た
。
木
造
展
示
住
宅
や
生
活

体
験
施
設
の
整
備
な
ど
に
２
５
０
０

万
円
を
限
度
額
に
補
助
す
る
。
昨
年

３
月
に
募
集
を
行
い
、

件
が
応
募

２１

し
、
５
月
の
審
査
で
対
象
と
な
る
９

団
体
を
決
め
た
。
事
業
の
内
容
な
ど

を
紹
介
す
る
。

ふくしまの家ふくしまの家
地域活性化地域活性化
支援事業支援事業

関山村づくり実行委員会（会津美里）

志
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
。「
２
地
域
居
住
や
農
業
体

験
・
体
験
宿
泊
が
で
き
る
滞

在
型
施
設
」
へ
既
存
の
農
家

住
宅（
Ｗ
造
平
屋

平
方
�
）

７０

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、新
た
に

連
結
す
る
居
間
兼
食
堂
、
厨

房
、浴
室（
Ｗ
造
平
屋

平
方

３０

�
）を
整
備
。農
林
業
な
ど
山

村
生
活
が
体
験
可
能
な
施
設

と
な
る
。
山
村
生
活
の
中
に

現
代
社
会
が
失
っ
た
も
の
を

再
発
見
し
、
古
民
家
の
消
失

を
防
ぐ
と
と
も
に
過
疎
化
を

食
い
止
め
、活
性
化
を
図
る
。

大
内
宿
に
通
じ
る
県
道
下

郷
会
津
本
郷
線
の
開
通
計
画

を
契
機
に
設
置
さ
れ
た
関
山

村
づ
く
り
実
行
委
員
会
（
鈴

木
昭
一
代
表
）は
、地
区
の
有

貝泊コイコイ倶楽部（いわき）

設
を
整
備
す
る
。
規
模
は
Ｗ

造
２
階
建
て
延
べ

・

平

７７

２４

方
�
。
日
本
に
培
わ
れ
て
き

た
技
術
を
用
い
た
木
組
み
の

木
造
住
宅
で
、
建
物
の
柱
・

梁
・
桁
な
ど
の
構
造
材
に
地

元
田
人
地
区
か
ら
伐
採
し
た

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
を
使
用
。主
に

農
家
民
宿
と
し
て
活
用
し
、

生
活
体
験
す
る
こ
と
で
貝
泊

地
区
フ
ァ
ン
、
居
住
者
の
増

加
を
目
指
し
、
将
来
的
に
交

流
人
口
の
増
加
へ
つ
な
げ
る

設
計
は
建
築
設
計
事
務
所
・

檜
山
延
雄
＋
ま
ち
づ
く
り
工

房
、施
工
は
蛭
田
建
築
。

貝
泊
コ
イ
コ
イ
倶
楽
部

（
い
わ
き
市
、
緑
川
美
水
代

表
）は
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者
や
地
域
居
住
希
望
者
の
長

期
、
短
期
滞
在
宿
泊
体
験
施

地域と家族を考える会（須賀川）

作
す
る
た
め
建
て
方
か
ら
完

成
ま
で
約
１
カ
月
の
工
期
短

縮
を
実
現
。

真
壁
構
造
体
は
県
内
産
の

杉
間
伐
材
。
厚
さ

�
に
加

３５

工
し
た
杉
板
を
１
�
間
隔
に

置
い
た
４
寸
柱
の
間
に
落
と

し
込
み
パ
ネ
ル
化
す
る
。
壁

倍
率
２
・
２
―
１
・
５
倍
を
達

成
、
大
臣
認
定
も
取
得
し
て

い
る
。
金
物
を
極
力
使
用
し

な
い
、
次
世
代
の
環
境
に
適

合
し
た
長
期
優
良
住
宅
を
提

案
す
る
。
須
賀
川
市
雨
田
地

内
に
建
設
中
で
１
月
に
完
成

す
る
。

ふ
く
し
ま
の
家
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
は
、
杉
の
間
伐
材
を
パ

ネ
ル
化
し
た「
真
壁
構
造
体
」

を
組
み
上
げ
て
い
く
伝
統
軸

組
構
法
で
建
築
。
工
場
で
製

りょうぜん里山がっこう（伊達）

流
体
験
教
室
な
ど
を
展
開
す

る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
り
ょ
う
ぜ

ん
里
山
が
っ
こ
う
（
高
野
金

助
代
表
）
が
敷
地
内
に
新
築

す
る
。

養
蚕
農
家
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
、
Ｗ
造
２
階
建
て
延
べ
約

１
３
０
平
方
�
。
１
階
に
団

ら
ん
室
、
台
所
、
浴
室
な
ど
、

２
階
に
最
大

人
が
泊
ま
れ

１６

る
宿
泊
室（
３
部
屋
）を
配
置

し
た
。
木
材
は
県
北
産
を
中

心
と
し
た
ス
ギ
材
で
、
６
本

の
通
し
柱
は
８
寸
角
。
３
月

の
完
成
予
定
。
霊
山
町
大
石

字
細
倉
地
内
。

「
里
山
が
っ
こ
う
宿
泊
体

験
施
設
」は
、２
地
域
居
住
希

望
者
ら
向
け
の
生
活
体
験
用

滞
在
施
設
と
し
て
、
伊
達
市

霊
山
町
の
廃
校
を
活
用
し
交

奥会津金山あそびのがっこう（金山）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
・

奥
会
津
金
山
あ
そ
び
の
が
っ

こ
う（
渡
部
勇
一
理
事
長
）は

「
２
地
域
居
住
体
験
交
流
館

�
桃
源
郷
�
整
備
」
と
し
て
Ｊ

Ｒ
川
口
駅
前
の
金
山
町
川
口

地
内
に
あ
る
既
存
の
歯
科
医

院
を
補
強
・
改
修
し
、体
験
交

流
館
「
碧
山
荘
」（
Ｗ
造
２
階

建
て
延
べ
２
１
２
・

平
方

３７

�
）を
整
備
。過
疎
と
高
齢
化

が
進
む
地
域
の
交
流
人
口
増

加
と
定
住
促
進
を
図
る
。
山

間
部
だ
が
、
あ
る
程
度
の
生

活
上
の
利
便
性
も
あ
り
、
日

本
の
里
百
選
や
美
し
い
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
に
只
見
川
ラ
イ
ン

が
選
ば
れ
る
な
ど
、
脚
光
を

浴
び
る
自
然
景
観
の
美
し
さ

も
魅
力
的
だ
。

宮下住マイル会（三島）

宮
下
住
マ
イ
ル
会
（
栗
城

佐
代
表
）は「
地
場
材
に
よ
る

大
家
族
住
宅
再
興
」
と
し
て

奥
会
津
・
宮
下
の
風
土
を
活

か
し
た
新
し
い
生
活
を
提

案
。
中
心
市
街
地
の
三
島
町

宮
下
字
宮
下
２
６
２
地
内
の

空
き
家
（
Ｗ
造
２
階
建
て
延

べ
２
３
４
・

平
方
�
）を
、

８９

景
観
に
配
慮
し
た
建
築
物
に

再
整
備
し
、
都
市
住
民
を
中

心
に
農
林
業
体
験
施
設
に
も

活
用
。匠
の
技
（
小
屋
組
等
）

や
、
と
っ
て
お
木
の
導
入
な

ど
、施
工
状
況
を
公
開
し
、地

場
材
活
用
リ
フ
ォ
ー
ム
、
町

並
み
景
観
整
備
の
提
案
、
２

地
域
居
住
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
受
入
対
策
な
ど
も
目
的
と

し
て
い
る
。
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